
設計者CAEを活用した津波・水害用
避難カプセル『たすかプセる』の開発

■利用成果

●津波による犠牲者をゼロにするためには、
高齢者をはじめとする自力では避難でき
ない人の命を守ることが重要です。
●それを実現する、水上での安定性および
強度特性に優れた津波・水害用避難カプ
セルの開発を行うためには、安定性や強
度を効率よく設計できる手法の確立が必
要でした。

○3次元CAD設計ソフトウェアを活用し、
バラストの重量や配置を効率的かつ適切
に決定することで、水上での安定性に優れ
たカプセルを開発しました。

○これを活用し、開発したカプセルが秒速
15mの津波に流され、壁や漂流物等に衝
突しても破損しないことを確認しました。

■背景と目的

　　　　　　　　　 
研究・開発機関 　：有限会社濱出工業、和歌山県工業技術センター
利用施設　　　 　：和歌山県工業技術センター内設備
利用ソフトウェア ：3次元CAD設計ソフトウェア SOLIDWORKS
  　  3次元CAEソフトウェア SOLIDWORKS Simulation
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出典：[1]日本経済新聞電子版、2011年4月11日付

         [2]越村俊一・郷右近英臣、東北地方を襲った津波の流況と建物被害、東北大学による東日本大震災3ヶ月後緊急報告会、2011年6月10日図 1　『たすかプセる』

(A)　復原力 (B)　海上テストの様子

図 2　『たすかプセる』の水上での安定性向上に関する検討

図 3　SOLIDWORKS Simulation による衝突解析
(右側面が壁に衝突 )


